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当院でのᡚ院έは自宅の方がٶいですが、၏気の後ᢡၐ等で自宅に

࠙れないཞ७になったᨥに、その方にあった生のئもಮŷです。

ध者ಮ、Ɲ家族が࣎ܤして生できるよう医療ソーシャルワーカー

がऴإ੩̓やႻᛩのࣖݣをさせていただけたらと思います。

当院でリハビリの療がኳʕした後、自宅へ࠙るこ

とがᩊしくなったئ合に、どのようなᡚ院έをᎋƑ

たらいいのかいくつか੩కしたいと思います。

ᶆᶒᶒᶎᶑᵘᵍ
ᵍ
ᶕ

ᶕ
ᶕ

.ᶑᶆᶇᶋ
o
ᶐᶃ

ᶆᵿ.ᶈᶎ

vol.23
2019.4
Spring

下関リハビリテーション၏院

ʴとʴ、࣎と࣎。いつもବのᨗだまりでありたい。

S h i m o n o s e k i  R e h a b i l i t a t i o n  H o s p i t a l

ンレレǪǪ Ǹ
Бᛏܓ

手には技術、頭には知識、患者様には愛を
基本理念

のઌ　　 ୶者॥メথॺ؟॑みるとஐ॑गますब؛ऊい日でしञ؛

C O N T E N T S

下関リハビリテーション၏院
ɟᑍ社ׇ法ʴ ߾の会

医療連携室より
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112　自宅で出来る簡単体操

122　医療ᡲઃ室より

122　Ǣǯセス၏院
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ᬟئ入ӝ

戦場ヶ原のさくら
（撮影者：リハビリテーション科　髙石 章吾）

䝯䞊䝹䛷䛾䛤┦ㄯ 䠖 renkei@shimoreha.jp
┦ㄯཷ

TEL : 083-232-5811 ᭶᭙日䡚ᅵ᭙日 （⚃⚍日䛾䛮䛟）
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ɥᚡˌٳのことでも ˴かƓりƝとやƝ࣎ᣐなことがƝƟいまいしたら、Ɠ気᠉に᳇᳑までƝႻᛩ下さい。

˰宅としての
ᚨ

၏ 院

その˂のᚨ

ཎК養護ᎊʴțーム
要ʼ護 �～ 5 の方がݣᝋ。2�᧓ʼ護が࣏要なئ合に入する

ᚨ。生෨の生のئとしてᢠ৸することもӧᏡ。

グルーȗțーム
要ૅੲ 2 ˌɥの方がݣᝋ。ᛐ知ၐのᚮૺをӖけている方が入で

きるᚨ。ݲʴૠの入އ者のためኬかなࣖݣがӧᏡ。

᠉ᝲᎊʴțーム
60 ബˌɥの方がݣᝋ。ࢽが低い方もそのࢽにࣖơてᝲ用

ਃがൿめられている。自立にᡈい生となる。

ʼ護˄ஊ૰ᎊʴțーム
ൟ᧓のᚨ。2�᧓ʼ護をしてくれるため、̓ 護が࣏要な方であっ

ても入ӧᏡ。

˰宅ஊ૰ᎊʴțーム
ൟ᧓のᚨ。自宅とӷơようにȇǤǵービスやȘルȑー等をМ用

しながら生する。

ǵービス˄᭗ᱫ者Ӽけ˰宅
ԁᄩᛐやʙがついている᭗ᱫ者Ȟンション。自立している方ܤ

もٶいが、ʼ護が࣏要な方はʼ護ǵービスをМ用すれƹ生ӧᏡ。

ʼ護医療院
ʼ護がついている၏院。医療行ໝがある方でも生෨の生のئと

して入院がӧᏡ。

療養၏院
医療行ໝが࣏要なئ合に入院。ᓳƪბけƹ自宅またはᚨでの生

にᆆ行する。ɟ的なئ。

ʼ護ᎊʴ̬ͤᚨ 自宅に࠙るためのɟ的なئ。リハビリが࣏要なئ合に入する。

医療ソーシャルワーカー
山本 愛美
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ᏯのƓᛅし Ꮿయص（ཎに、࣎ኬ動というɧૢᏦとの関ᡲ）について

　ʻ回は、ᏯయصについてƓᛅし

ます。Ꮿయصは、大きく 2 つにЎ

けられます。Ǣテȭームᘉఀࣱと

原ࣱです。いずれもьᱫが大き࣎

な要因ですが、Э者はཎにኄބ၏・

Ꮲឋီ常ၐ・տと、後者は࣎

ኬ動と関̞があります。

　Ǣテȭームとはଐஜᛖでᚕうと

ßቲᏽàですが、いǘゆる᭗ᘉןၐ・

ኄބ၏・Ꮲឋီ常ၐでឪこりତく

なります。ɶでもኄބ၏・Ꮲឋီ

常ၐとտは、ᖎᘉࣱ၌धとᚕっ

て、ᏯでᚕƑƹᏯయ࣎、صᐥでᚕ

Ƒƹ࣎ၐ・࣎筋యصを、かなり

のᄩྙでឪこしてきます。年ᱫを

重ƶるのはˁ方ありませんが、生

፼ॹ၏（Ꮔもそうです）は、

ある程度は自ࠁሥ理で᧸ƛるよう

に思います。

　さて、࣎ኬ動はɟᑍの方には

Ꭵきなれない၏名かも知れませ

ん。ɧૢᏦですが、Ꮿయصをឪこ

すʙでஊ名です。ݲしずつ動Ꮶの

صがᡶǉǢテȭームᘉఀࣱとは

ီなり、࣎ᐥからᘉのج（ᘉఀ）

がんできて、ɟ気に動Ꮶがص

します（Ꮿఀصၐ）。大きなجが

んでくるئ合と、ݱさなجにЎ

かれてんでくるئ合がありま

す。Ꮿయصは、生ơたᢿ位と大き

さとによりၐཞがီなりますが、

ɟᑍ的にᏯのͨへ大きなᘉఀが

んだئ合には、そのၐཞは重ሶ

です。ڂᛖၐやॖ識ᨦܹ、ئ合に

よってはᐲԡ的となる（開᪽ถן

ᘐをしないとരʧする）ʙもあり

ます。予᧸は࣎ኬ動でなくなる

（ϋᕤやǢȖレーション療と

いうのがあります）ʙがɟဪᑣい

のですが、それがᩊしいئ合には、

৴Ϲ固ᕤ（いǘゆるᘉ෩ǵラǵラ

のᕤ）をǉʙになります。ˌЭ

はワーȕǡリンというᕤしかな

かったのですが、ኛᝃをǂられ

ない等のСᨂがありました。ྵנ

は &1#% と呼ƹれるᕤ（ȗラǶ

ǭǵ・ǤグǶレルト・Ǩリǭȥー

ス・リǯシǢȊ）もあります。ƪ

なǈに、ワーȕǡリンとȐȕǡリ

ンをฆӷしているʙがたまにあり

ますが、後者はɟᑍ名Ǣスピリン

で、こƪらも低用ではᘉ෩ǵラ

ǵラのᕤ（৴ᘉ

ெᕤ）としてݱ

作用します。Ǣ

スピリンはǢテ

ȭ ー ム ᘉ ఀ ࣱ

に、ワーȕǡリンは࣎原ࣱに用い

ます。

ኬ動でҹʼなのは、ႆ作ࣱ࣎　

ኬ動があるʙです。ॸࣱであ࣎

れƹͤࡍᚮૺ（࣎ᩓ）等でႆᙸ

されତいでしょうが、ႆ作ࣱは自

Ўでも気˄かないӧᏡࣱがありま

す。ɧૢᏦに気が˄いたら、まず

は၏院で࣎ᩓをȁǧȃǯしても

らってください。

　இ後にᏯయصからᛅがٳれます

が、࣎ኬ動ではᏦがᡮくなった

りくなったりするʙがあります

合にはئこの。（Ꮶ᫁Ꮶၐͅ፭ࢹ）

ॖ識ෞڂをឪこすʙがあるໝ、

ȚースȡーカーౡƑᡂǈのᢘࣖに

なります。また、࣎ኬ動ではॸ

ɧμになりତいです。胸ᢿレࣱ࣎

ントǲンで࣎ਘ大をԑし、呼吸ᒊ

やμ៲ූᏽ・体重فьの原因とな

ります。࣎ኬ動でᏯఀصၐと

なって、ॸࣱ࣎ɧμを合́してい

るʙはよくあります。έ程もᡓǂ

た通り、年ᱫ的にやǉをࢽないئ

合があるかも知れませんが、生

፼ॹ၏のǈならず、ଔめにॖ識し

て予᧸するʙでͤݤࡍԡにӒପさ

せるʙができるように思います。

医師　ٶဋ 

Ŧ次回はž栄養のƓᛅしſです
㢕ື⬦䛾䜰䝔䝻䞊䝮⾑ᰦ

（㼔㼠㼠㼜㼟㻦㻛㻛㼖㼍㻚㼣㼕㼗㼕㼜㼑㼐㼕㼍㻚㼛㼞㼓 䜘䜚ᘬ用）

ᅗ䠍

ᚰᡣ⣽ື䛾ᚰ㟁ᅗ （㼔㼠㼠㼜㼟㻦㻛㻛㼙㼑㼐㼕㼏㼍㼘㼚㼛㼠㼑㻚㼖㼜 䜘䜚ᘬ用）ᅗ㻞
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ˑૠࡨ来リハビリテーション உКٳ

ᚧբリハビリテーション உКࡨˑૠ

通リハビリテーション உКࡨˑૠ

 �0 年 生期リハビリܱጚ
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Ṹٳஹリハビリテーションܱܱጚ

◆新規利用者数 （年間）ẅ284 Ӹ

◆終了者数 （年間）ẅ 288 Ӹ

約 1,000Ӹஉ

12,835ˑ࠰

Ṹᚧբリハビリテーションܱܱጚ

◆新規利用者数 （年間）ẅ118 Ӹ

◆終了者数 （年間）ẅ 135 Ӹ

約 750Ӹஉ

9,007ˑ࠰

Ṹᡫリハビリテーションܱܱጚ

◆新規利用者数 （年間）ẅ93 Ӹ

◆終了者数 （年間）ẅ 28 Ӹ

約 600Ӹஉ

6,123ˑ࠰
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リハビリǢンǱート

М用者ಮの

Ƃٳ来リハビリƃ
Ƃ通リハビリƃ

Ƃᚧբリハビリƃ

こんなॖᙸもä

٣

◆職員の対応はいかがでしたか？

◆リハビリの効果はいかがでしたか？

◆職員の対応はいかがでしたか？

◆職員の対応はいかがでしたか？

◆訪問リハビリの効果はいかがでしたか？

◆通所リハビリの効果はいかがでしたか？

大変満足
44%

やや不満 3%

満足
53%

大変満足
25%

やや不満
9%

満足
66%

大変良い
50%良い

35%

普通
15%

大変良い
29%

普通
21%

良い
50%

大変良い
67%

良い
33%

68%

やや悪い

大変良い

1%

良い
31%

・ଐの生がリハビリだとǘかりました。

 ʻはリハビリをಏしくӖけています。

・ಮŷな手法でリハビリを行って᪬きᑣくなっています。

・ႏさんのࣖݣがଢるく、ᛅしやすいと思います。

・၏院の᫊というのでしょうか、スǿȃȕのႏಮのᇰ᫊、ਮਠが

 இ᭗にእらしいです。࣎がԧǈます。

・リハビリの᧓がჺい。

・ଐリハビリに来院したいのですが、ᢒいのでもうݲし入院させて

 ഒしかった。

・自宅ではƑが出て、リハビリのјௐをȀȡにして

 いるのではないかと思います。

自主ጀ፼はとても大切です。自宅でも出来るよう

ɟደにᎋƑましょう。

Ɲ੩̓出来るリハビリにᨂりはƝƟいますが、᧓ϋで

ឱして᪬けるよう、ѐ力してまいります。

М用者ಮの

こんなॖᙸもä

٣

がᢒくてɟʴ˰まいです。スǿȃȕの方ŷのΟしさ̓܇・

 に៲࣎σにၷされています。

・スǿȃȕもΟしく、運᠃手の方ŷにʈりᨀりに手をし

 て᪬き、ஜ当にज़ᜓしてƓります。

・ᚃ切ɠݗなࣖݣに࣎ܤしてƓります。

・手のリハビリのȞシーンがɧឱしている。

・М用者ࣖݣにɧπがある。

・ਤƪᡂǈで �のƓやつをਤって行きたい。

。要なೞ֥は౨᚛し、購入させて᪬きます࣏

ဎしᚪƝƟいませんでした。ᛚᚐがないよ

うჇઋにࣖݣさせて᪬きます。

Ɠやつはਤってきて᪬いてもನいませんが、

˂の方にࠀしɥƛるのはƝᢒॾ下さい。

М用者ಮの

こんなॖᙸもä

٣

・体ᛦの٭動があるໝ、ƝᡕषをƓ掛けしていますが、

 いつもᢘ切なࣖݣをして᪬いてƓり、ज़ᜓしています。

・இ᭗の知ᏡとࢳをӖけていますが、˴しǖ体が思う

 ように動かず、ׄᒊοᒊしてƓります。

・᭗ᱫ者へのᩊなリハビリにჇгにӕりኵんで᪬き、

 ज़ᜓしています。

・ゴȟਾてに行きたいと思っていましたが、˞ǈながら

 ᡲれて行って᪬きज़ᜓしています。ഩく自̮がつきま

 した。

・၏気がᑣくならないのでややɧにしました。

・出来ないことと思いますがၡしてい

 るឱをᦀƑてഒしい。

ӧᏡなᨂりഩ行や立位など、下ᏃೞᏡ

のોծをります。

၏気のોծはもƪǖんですが、生の

ឋがӼɥするようѐ力いたします。
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回ࣄ期リハビリテーション၏ң会 ᇹ ��回 ᄂᆮ大会 KP ᑈා・ҘᓶにӋьして

リハビリテーション科 理学療法室

主任　髙木 雄作

　平成 31 年 2 月 6 日水曜日にボ
トックス療法についての勉強会に
参加させていただきました。
　ボトックス療法を簡単に説明す
れば脳卒中の麻痺による手足の痙

縮を治療することです。さらに筋
肉注射で痙縮を治療したい筋肉に
限定して投与できるため、その後
のリハビリテーションにも効果的
です。
　また、2015 年の脳卒中ガイドラ
インでも推奨グレード A となって
おり重大な副作用もほとんどない
ため今後の痙縮治療の主流となる
と思われます。
　問題は薬価が非常に高いことで
すが、山口県であれば身体障害者
手帳 3 級からの方は自己負担免除
となる場合もありますので受けや
すい環境ではあるようです。

院 内 勉 強 会『Ȝトȃǯス療法のѠࢍ会にӋьして』

グラクソ・スミスクライン株式会社
藤原 聴 先生

　発症から何年も経過した方でも
効果があるため皆さんの周りにも
お困りの方がいればお問い合わせ
下さい。

　この度『回ࣄ期リハビリテーショ

ン၏ң会 ᇹ �� 回 ᄂᆮ大会 KP 

ᑈා・Ҙᓶ』に当院より �名Ӌьし、

リハビリテーション科から 5 名ႆ

ᘙさせて᪬きました。ئがᑈාと

いうこともあり、ኖ ���00 名の方

がӋьされていました。

　᫆総ૠも 1�000 ᫆をឬƑてƓ

り、どれもᐻԛขいϋܾƹかりでし

た。そのɶで、ᅶはž回ࣄ期၏に

Ɠける下ᢿބែೞᏡᨦܹध者にݣし

ての当院のӕりኵǈſという᫆で

ႆᘙしました。˂၏院とඟǱǢに

Ɠけるӕりኵǈに関しॖᙸʩ੭する

ʙができ、当院にӕり入れたいϋܾ

もٶくஊॖ義な᧓となりました。

　教Ꮛ講ではžބᨦܹとǳンȁ

ȍンスǱǢſをᎮ講し、ඟにݣし

てのᚸ̖の重要ࣱをϐᛐ識出来まし

た。

リハビリテーション科

理学療法士 ᕲဋ ᘽࠁ

　新ʴ看護師のனဋさんが下関リ

ハビリテーション၏院に入職して

Ძ年がኺƪました。ڡࢬがᲭ᨞၏

に入職するまでの᧓、ȗリセȗ

ǿーとしてのࢫлがこなせるかと

ても࣎ᣐでした。しかしᲮஉをᡇ

ƑるとᲭ᨞၏のスǿȃȕμ員が

をଡ଼かくᡇƑてくれ、とてもڡࢬ

᫂もしいؾのɶで関ǘることが

出来ました。Ძʴではᚐൿできな

いことも、Ⴛᛩにʈってくれるɥ

Ӯやң力してくれるӷ·がいたか

らこそ、Ძ年ႸをʈりឭƑられた

のだと思います。˴よりਤƪЭの

ଢるさとᛗܱさでしっかりとˁʙ

にӼき合うۋをᙸせてくれたனဋ

さんだからこそ、ここまでɟደに

。って来られましたࢌ᪴

がどんな看護師になりたいڡࢬ　

のか、まだまだ手りではありま

すが、ݲしでも理ेにᡈƮけるよ

うにこれからもȗリセȗǿーとし

て力になりたいです。また看護師

のˁʙのやりがいやಏしさを、

もっと知ってもらƑるように᪴ࢌ

りたいと思います。このようなᝮ

重なೞ会をɨƑてくださりありが

とうƝƟいました。

　看護師としてᲫ年がኺƪまし

た。このᲫ年は、新ʴ看護師とし

て、Иめての社会ኺ᬴としてɧܤ

なことやǘからないことƹかりの

ଐでした。しかし、ȗリセȗǿー

をはơめとするέ方のૅƑ、༏

なࢽのもと、ଐŷ学Ƽをݰなਦ࣎

がらˁʙをすることができるよう

になりました。ここでは、Ⴘਦし

たいと思Ƒるέ看護師ᢋがたく

さんいますので、ݲしずつでもᡈ

Ʈけるようにこれからもᧈした

いと思います。そして、ध者さん

にᇰ᫊になってもらƑるような関

ǘりができる看護師になりたいと

思います。

　看護師としてᲫ年がኺƪまし

看護師　னဋ Ⴧग़

看護師　̯ݱ ኽȗリセȗǿーとしてのᲫ年をᢅƝして
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ȗリセȗǿーとȗリセȗテǣ

ȗリセȗǿーС度とは、ȗリセȗǿー（έ

看護師）がȗリセȗテǣ（新ʴ看護師）をȞ

ンツーȞンで教Ꮛ・ਦݰすることをいいます。

看護ᢿᧈ　Ҟဋ ࢀ૨

プ
リ
セ
プ
タ
ー

プ
リ
セ
プ
テ
ィ



※トレーニング用のゴムはスポーツ店等で購入できます。

肩甲骨

自宅で出来る簡単体操 肩甲骨運動シリーズ①
けんこうこつ

次回は『肩甲骨運動シリーズ②』です！

疲れやすくなります

＜ゴムを使った肩甲骨運動＞

肩甲骨の動き、悪くなっていませんか？

腰が曲がる原因として筋力低下や骨密度の低下が

ありますが、肩甲骨の動きも非常に重要です。

曲がった腰と固く

なった肩甲骨にな

るとどうなると思

いますか？

曲がった腰と固くなっ

た肩甲骨のせいで大き

く呼吸できず、すぐに

息切れしてしまいま

す。さらに股関節・膝

関節も円背に伴って曲

がってくるため普通の

立位でも疲れやすくな

ります。

両手でゴムをつかんで

膝の下に引っ掛けます。
そのまま後方へひっぱります。

腕でひっぱるだけでなく肩甲骨が

動くように胸をはりましょう。

筋トレもしてるし、骨密度も気をつけ

ているなら、肩甲骨にも気をつけて！

当院に勤務しているセラピストや看護師、

社会福祉士、栄養士らが、専門知識を生か

して定期的に講義を開催しています。

頸椎の歪み（過度な前湾）

常に中腰状態で疲れやすい

呼吸がしにくい

（胸郭の動きを制限）

腰
が
曲
が
る
と
起
こ
る
弊
害

～ を 15 回～ 20 回程度、ゆっくり行って下さい。
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リハビリテーション科

理学療法室

主任　髙木 雄作

家族教室開催予定

【対象】　当院入院中の患者様のご家族、患者様
　　　　その他興味のある方（当院に入院されていない方でも参加可能です）

【日時】　4 月～ 11 月の第 2 土曜日　13 時～ 30 分程度（質疑応答時間込み）

【場所】　当院 1 階リハビリ室

※内容や開催月は変更する事があります

2019 年度の講義スケジュール
4/13 
5/11

 6/ 8
 7/13
 8/10
 9/14
10/12
11/ 9

平成
31年

令和
元年

2019 年度 新入職員

今年度は 20 名の新入職員を迎えることが出来ました。

新人共々、これからもよろしくお願い致します。

（合計 20 名）

看護師　　　2 名

看護補助者　1 名

医療ソーシャルワーカー 1 名

理学療法士　6 名

作業療法士　9 名

総務課　　　1 名

　　下リハに入職しました

脳血管障害（発声のメカニズムと予防法）

介護保険（申請の流れ・退院後のサービスの利用） 

排泄管理（排泄の仕組み・オムツ交換について） 

介護・介助指導①（寝返り・起居動作・立ち上がり・歩行）

介護・介助指導②（車椅子操作・畳上動作・階段昇降）

楽しめる食事とは（主に高血圧、糖尿病の食事について）

言語聴覚療法（言葉・飲み込みの障害について）

認知症（種類と対応の仕方について）
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当院でのᡚ院έは自宅の方がٶいですが、၏気の後ᢡၐ等で自宅に

࠙れないཞ७になったᨥに、その方にあった生のئもಮŷです。

ध者ಮ、Ɲ家族が࣎ܤして生できるよう医療ソーシャルワーカー

がऴإ੩̓やႻᛩのࣖݣをさせていただけたらと思います。

当院でリハビリの療がኳʕした後、自宅へ࠙るこ

とがᩊしくなったئ合に、どのようなᡚ院έをᎋƑ

たらいいのかいくつか੩కしたいと思います。

ᶆᶒᶒᶎᶑᵘᵍ
ᵍ
ᶕ

ᶕ
ᶕ

.ᶑᶆᶇᶋ
o
ᶐᶃ
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vol.23
2019.4
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下関リハビリテーション၏院

ʴとʴ、࣎と࣎。いつもବのᨗだまりでありたい。

S h i m o n o s e k i  R e h a b i l i t a t i o n  H o s p i t a l

ンレレǪǪ Ǹ
Бᛏܓ

手には技術、頭には知識、患者様には愛を
基本理念

のઌ　　 ୶者॥メথॺ؟॑みるとஐ॑गますब؛ऊい日でしञ؛

C O N T E N T S

下関リハビリテーション၏院
ɟᑍ社ׇ法ʴ ߾の会

医療連携室より医療連携室より

下関リハビリテーション၏院

ɟᑍ社ׇ法  ɹ߾の会

Ƅ�50�006�　ޛӝჄ下関ࠊʻිထᲳဪᲰӭ
TEL�0���2�2�5�11
(#:�0���2�2�0219
URL:http://www.shimoreha.jp
Mai l :info@shimoreha.jp

Ǣǯセス方法

Ū,4下関ᬜよりࢻഩᲯЎ

Ūǵンȇンʩ通ᇦ߃ȐスͣよりࢻഩᲫЎ

ポȗラ

ɶᩓ力

,4
下関ᬜ

Ū

Ū

下関看護リハビリ
テーション学ఄ Ū

ᐱޛのဋᐱՓৎ

දॖ

のဋ方᩿からޛ

のӫ৵は

できません。

ᐱࢠ

ᢊ 191 ӭዴ

下関リハビリテーション၏院

22　ᏯのƓᛅし

�0年 当院のܱጚ　�2

�0年 生期リハビリܱጚ　52

62　リハビリǢンǱート

�2　回ࣄ期リハビリテーション၏ң会

 ᇹ��回 ᄂᆮ大会 KP ᑈා・Ҙᓶ

�2　院ϋѠࢍ会

 92 ȗリセȗǿーとȗリセȗテǣ

102　家族教室開催予定

102　2019年度 新入職員

112　自宅で出来る簡単体操

122　医療ᡲઃ室より

122　Ǣǯセス၏院
ᬟئ

ᬟئ入ӝ

戦場ヶ原のさくら
（撮影者：リハビリテーション科　髙石 章吾）

のઌ　　 ୶者॥メথॺ؟॑みるとஐ॑गますब؛ऊい日でしञ؛

䝯䞊䝹䛷䛾䛤┦ㄯ 䠖 renkei@shimoreha.jp
┦ㄯཷ

TEL : 083-232-5811 ᭶᭙日䡚ᅵ᭙日 （⚃⚍日䛾䛮䛟）

䠕 䠖 䠌䠌䡚䠍䠓 䠖 䠌䠌

ɥᚡˌٳのことでも ˴かƓりƝとやƝ࣎ᣐなことがƝƟいまいしたら、Ɠ気᠉に᳇᳑までƝႻᛩ下さい。

˰宅としての
ᚨ

၏ 院

その˂のᚨ

ཎК養護ᎊʴțーム
要ʼ護 �～ 5 の方がݣᝋ。2�᧓ʼ護が࣏要なئ合に入する

ᚨ。生෨の生のئとしてᢠ৸することもӧᏡ。

グルーȗțーム
要ૅੲ 2 ˌɥの方がݣᝋ。ᛐ知ၐのᚮૺをӖけている方が入で

きるᚨ。ݲʴૠの入އ者のためኬかなࣖݣがӧᏡ。

᠉ᝲᎊʴțーム
60 ബˌɥの方がݣᝋ。ࢽが低い方もそのࢽにࣖơてᝲ用

ਃがൿめられている。自立にᡈい生となる。

ʼ護˄ஊ૰ᎊʴțーム
ൟ᧓のᚨ。2�᧓ʼ護をしてくれるため、̓ 護が࣏要な方であっ

ても入ӧᏡ。

˰宅ஊ૰ᎊʴțーム
ൟ᧓のᚨ。自宅とӷơようにȇǤǵービスやȘルȑー等をМ用

しながら生する。

ǵービス˄᭗ᱫ者Ӽけ˰宅
ԁᄩᛐやʙがついている᭗ᱫ者Ȟンション。自立している方ܤ

もٶいが、ʼ護が࣏要な方はʼ護ǵービスをМ用すれƹ生ӧᏡ。

ʼ護医療院
ʼ護がついている၏院。医療行ໝがある方でも生෨の生のئと

して入院がӧᏡ。

療養၏院
医療行ໝが࣏要なئ合に入院。ᓳƪბけƹ自宅またはᚨでの生

にᆆ行する。ɟ的なئ。

ʼ護ᎊʴ̬ͤᚨ 自宅に࠙るためのɟ的なئ。リハビリが࣏要なئ合に入する。

၏ 院

医療ソーシャルワーカー
山本 愛美

Ⴘ


は
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でもƝ自宅にࣄ
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す
る

こ
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